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(57)【要約】
　シールと支持伸長部を含む鼻領域を有する呼吸用保護
具のマスク本体が提供される。例示的な実施形態では、
マスク本体が、シールから離れる方向に延在する支持拡
張部を含む鼻領域を有し、シールの外側の位置で使用者
の鼻に接触するように構成されている。
【選択図】図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　鼻領域、顎領域、並びに第１及び第２頬領域を備える、使用者のための空気呼吸可能ゾ
ーンを画定するマスク本体と、
　使用者の顔面に接触するように構成され、使用者の鼻と口を受容するように構成された
開口を画定するシールと、
　前記鼻領域の支持拡張部と、
　を備える呼吸用マスクであって、
　前記支持拡張部が、前記シールから離れる方向に延在し、前記シールの外側の位置で使
用者の鼻に接触するように構成されている、呼吸用マスク。
【請求項２】
　前記支持拡張部が、前記マスク本体の前記鼻領域にのみ存在する、請求項１に記載の呼
吸用マスク。
【請求項３】
　前記マスク本体が、硬質部分と柔軟性顔面接触部分とを備える、請求項１に記載の呼吸
用マスク。
【請求項４】
　前記シールが、前記マスク本体の柔軟性顔面接触部分と一体に形成される、請求項１に
記載の呼吸用マスク。
【請求項５】
　前記シールが、内側に向かって丸められた端部を備える、請求項１に記載の呼吸用マス
ク。
【請求項６】
　前記シールが、発泡体及びゲル剤からなる群から選択される材料を含む、請求項１に記
載の呼吸用マスク。
【請求項７】
　前記内側に向かって丸められた端部が、前記顎領域の前記マスク本体の外周端と、前記
第１及び第２頬領域の少なくとも一部と、を画定する、請求項５に記載の呼吸用マスク。
【請求項８】
　前記支持拡張部が、前記鼻領域の前記マスク本体の外周端を画定する、請求項１に記載
の呼吸用マスク。
【請求項９】
　前記支持拡張部が、厚さ（ｔ）によって隔てられた外面と内面を備える、請求項１に記
載の呼吸用マスク。
【請求項１０】
　前記支持拡張部の前記内面の少なくとも一部が、前記マスク本体が使用のために位置決
めされるときに、使用者の鼻に接触する、請求項９に記載の呼吸用マスク。
【請求項１１】
　０．７ｍｍ＜ｔ＜３ｍｍである、請求項９に記載の呼吸用マスク。
【請求項１２】
　１ｍｍ＜ｔ＜２ｍｍである、請求項９に記載の呼吸用マスク。
【請求項１３】
　中央矢状面が前記マスクを仮想左及び右半分に２分し、前記支持拡張部が、前記シール
と前記外周端との間の前記中央矢状面に沿って長さ（ｌ）を有し、５ｍｍ＜ｌ＜３０ｍｍ
である、請求項８に記載の呼吸用マスク。
【請求項１４】
　９ｍｍ＜ｌ＜２０ｍｍである、請求項１３に記載の呼吸用マスク。
【請求項１５】
　前記支持拡張部が、材料の単一層を備える、請求項１に記載の呼吸用マスク。
【請求項１６】
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　前記支持拡張部が、丸められた端部を備えない、請求項１に記載の呼吸用マスク。
【請求項１７】
　１つ又は複数の入口ポートと、前記１つ又は複数の入口ポートと流体連通している１つ
又は複数の呼吸空気源構成要素と、を更に備える、請求項１に記載の呼吸用マスク。
【請求項１８】
　鼻領域、顎領域、並びに第１及び第２頬領域を備える、使用者のための空気呼吸可能ゾ
ーンを画定するマスク本体と、
　使用者の顔面に接触するように構成され、使用者の鼻と口を受容するように構成された
開口を画定し、前記顎領域の前記マスク本体の外周端並びに前記第１及び第２頬領域の少
なくとも一部を画定する、内側に向かって丸められた端部を備えるシールと、
　前記鼻領域の支持拡張部と、
　を備える呼吸用マスクであって、
　前記支持拡張部が、前記シールから離れる方向に使用者の顔面に向けて延在し、前記シ
ールと前記マスク本体の外周端との間の位置で使用者の鼻に接触し、丸められた端部を備
えない、呼吸用マスク。
【請求項１９】
　前記支持拡張部が、単一層を備える、請求項１８に記載の呼吸用マスク。
【請求項２０】
　中央矢状面が前記マスクを仮想左及び右半分に２分し、前記支持拡張部が、前記シール
と前記外周端との間の前記中央矢状面に沿って長さ（ｌ）を有し、９ｍｍ＜ｌ＜２０ｍｍ
である、請求項１８に記載の呼吸用マスク。

【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本開示は呼吸用保護具に関し、特にシールと支持拡張部とを含む鼻領域を有する呼吸用
保護具のマスク本体に関する。
【背景技術】
【０００２】
　呼吸用保護具は、通常マスク本体及びマスク本体に取り付けられた１つ又は複数のフィ
ルタカートリッジを含む。マスク本体は、鼻と口にわたって人の顔面上に装着され、ある
場合には頭、首、又は別の身体部位を覆う部分を含んでもよい。フィルタカートリッジ内
に配設されたフィルタ媒体を通過した後の清浄な空気は着用者にとって利用可能となる。
【０００３】
　マスクと使用者の顔面との間への望まれないデブリや汚染物の進入を防止する適切なシ
ールを提供すると同時に、種々の技術が使用者の顔面上の呼吸用保護具を支持するために
使用されてきた。多くの従来型マスク本体は、使用者の顔面に接触してマスク本体のシー
ルと支持との両方を提供する丸められた端部を有する柔軟性部材を含み、同時にマスク本
体が１つ又は複数のハーネス組立体のストラップによって使用者の上に保持されている。
【発明の概要】
【課題を解決するための手段】
【０００４】
　本開示は、鼻領域、顎領域、並びに第１及び第２頬領域を備える、使用者のための空気
呼吸可能ゾーンを画定するマスク本体と、使用者の顔面に接触するように構成され、使用
者の鼻と口を受容するように構成された開口を画定するシールと、鼻領域の支持拡張部と
、を備える呼吸用マスクを実現する。支持拡張部は、シールから離れる方向に延在し、シ
ールの外側の位置で使用者の鼻に接触するように構成されている。種々の例示的な実施形
態では、内側に向かって丸められた端部が、顎領域のマスク本体の外周端と、第１及び第
２頬領域の少なくとも一部と、を画定し、支持拡張部が鼻領域のマスク本体の外周端を画
定する。
【０００５】
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　本開示は、鼻領域、顎領域、並びに第１及び第２頬領域を備える、使用者のための空気
呼吸可能ゾーンを画定するマスク本体と、使用者の顔面に接触するように構成され、使用
者の鼻と口を受容するように構成された開口を画定し、顎領域のマスク本体の外周端並び
に第１及び第２頬領域の少なくとも一部を画定する、内側に向かって丸められた端部を備
えるシールと、鼻領域の支持拡張部と、を含む呼吸用マスクを更に提供する。支持拡張部
は、シールから離れる方向に使用者の顔面に向けて延在し、シールとマスク本体の外周端
との間の位置で使用者の鼻に接触する。少なくとも１つの例示的な実施形態では、支持拡
張部は、丸められた端部を備えない。
【０００６】
　上記の概要は、開示された各実施形態又はあらゆる実装を記載するように意図されるも
のではない。以下の図面及び発明を実施するための形態は、実例となる実施形態をより具
体的に例示するものである。
【図面の簡単な説明】
【０００７】
　本開示は添付図面を参照して更に説明され得るが、その際、いくつかの図面を通して、
同様の構造は同様の数字によって参照される。
【図１】本開示による使用者上に位置決めされた例示的呼吸用保護具システムの側面図で
ある。
【図２】本開示による呼吸用保護具の例示的な実施形態の後面図である。
【図３】本開示による例示的呼吸用保護具の断面図である。
【図４ａ】本開示による呼吸用保護具の例示的な実施形態の後面図である。
【図４ｂ】本開示による例示的呼吸用保護具の断面図である。
【図５】本開示による呼吸用保護具の例示的な実施形態の後面図である。
【０００８】
　上記の図面は、開示された主題の種々の実施形態を記載するが、他の実施形態もまた企
図される。すべての場合において、本開示は、制限事項としてではなく、代表的な例とし
て開示された主題を提示する。本開示の原則の範囲及び趣旨内に入る、多数の他の変更及
び実施形態が当業者によって考案され得ることが、理解されるべきである。
【発明を実施するための形態】
【０００９】
　本開示は、シールと支持拡張部とを有する鼻領域を含むマスク本体を有する呼吸用保護
具を提供する。シールは使用者の顔面に接触して望まれない汚染物やデブリの進入を防止
するように構成されており、支持拡張部はシールから離れる方向に延在し、使用者の鼻に
接触して呼吸用保護具のための追加の支持を提供する。鼻領域でのシールと支持拡張部と
の組み合わせは、所望のシーリングと快適さを提供する呼吸用マスクをもたらすとともに
、眼鏡類又は他の個人用保護具との干渉の可能性のある不必要な厚みや容量を低減する。
【００１０】
　図１、図２及び図３は、呼吸用保護具１００の例示的な実施形態を示し、その呼吸用保
護具は、鼻と口を覆って、着用者に呼吸可能な空気を提供するために使用されてもよい。
呼吸用保護具１００は、使用者のための空気の呼吸可能ゾーンを画定するマスク本体１１
０を含み、鼻領域１３０、マスク本体１１０の対向面上の第１及び第２頬領域それぞれ１
４０、１５０、及び顎領域１６０を含んでもよい。マスク本体１１０は、入口ポート１０
３及び１０４などの１つ又は複数の入口ポートを含んでもよい。フィルタカートリッジ（
図示せず）などの１つ又は複数の呼吸空気源構成要素が、マスク本体１１０の対向面上の
第１及び第２入口ポート１０３及び１０４に位置決めされてもよい。フィルタカートリッ
ジは、外部環境から受領した空気を、マスク本体の内部空間へと通過させるまえに着用者
への送達のために濾過する。
【００１１】
　いくつかの実施形態では、マスク本体１１０は、硬質又は準硬質部分１１０ａ及び柔軟
性顔面接触部分１１０ｂを含んでもよい。マスク本体の顔面接触部分は、マスク本体が人
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の鼻と口にわたって快適に支持されることを可能とするため、及び／又は着用者の顔面と
の適切なシールを提供するために柔軟に作られている。硬質又は準硬質部分１１０ａが、
マスク本体１１０に構造的一体性を提供するので、その結果、マスク本体が、例えばフィ
ルタカートリッジなどの呼吸空気源構成要素を適切に支持することができる。種々の例示
的な実施形態では、マスク本体部分１１０ａ及び１１０ｂは、一体的に提供されても、又
は離れて形成された部分として提供された後で共に接合され、接合は永久接合でも又は取
り外し可能であってもよい。
【００１２】
　呼気ポートは、着用者の呼気の間にマスク本体内の内部空間からの空気のパージを可能
とする。例示的な実施形態では、呼気ポートはマスク本体１１０の中央に位置している。
呼気バルブが呼気ポートに固定され、呼気によってマスク本体１１０内に生じる正圧によ
る空気の排出を可能とする一方、外気の進入を防止する。
【００１３】
　ハーネス又は他の支持体１７０が提供されて、マスクを着用者の鼻と口付近の所定の位
置に支持してもよい。例示的な実施形態では、ハーネス１７０は、着用者の頭部後方を通
過する１つ又は複数のストラップ１７２を含んでもよい。いくつかの実施形態では、スト
ラップは、着用者の頭部、ヘルメット懸架体、又は別の頭部カバー上に支持される冠部材
１７１に取り付けられてもよい。
【００１４】
　呼吸用保護具１００は、使用者の顔面に接触して望まれない汚染物やデブリがマスク本
体１１０内の呼吸可能な空気のゾーンに入り込むのを回避するように構成されたシール１
２１を含む。例示的な実施形態では、シール１２１は、マスク本体１１０が使用のために
位置決めされると、使用者の鼻と口にわたって受容又は適合するように構成された開口１
２２を画定する。したがって、例示的シール１２１は、マスク本体１１０の全体を取り囲
み、使用者の顔面との接触シールを提供する。
【００１５】
　図２及び図３に最もよく示されるような例示的な実施形態では、シール１２１は内側に
向かって丸められた端部を含む。丸められた端部は、使用者の鼻を覆い、及び使用者の頬
と顎に対してぴったりとした快適な適合を提供し、同時に使用者の顔面の外形に対して安
定したシールを提供する。実施形態では、丸められた端部は、マスク本体１１０の柔軟性
顔面接触部分１１０ｂと一体的に形成される。丸められた端部は、使用のために位置決め
されるときに、容易に屈曲して使用者の顔面に適合する。例示的な実施形態では、シール
１２１の丸められた端部は、マスク本体の外周端１２５を、少なくとも第１及び第２頬領
域１４０、１５０及び顎領域１６０に画定する。
【００１６】
　図１、図２及び図３を参照すると、マスク本体１１０の鼻領域１３０は、シール１２１
から離れる方向に延在し、使用者の鼻に接触する支持拡張部１３１を含む。例示的な実施
形態では、支持拡張部１３１は、シールの外側で使用者の顔に向けて延在する。支持拡張
部１３１は、鼻領域１３０の外周端１３５を画定し、例えばシール１２１と外周端１３５
との間などのシール１２１の外側位置において、及び／又は外周端１３５において使用者
の鼻と接触するように構成されてもよい。例示的な実施形態では、支持拡張部１３１は、
厚み（ｔ）によって隔てられた外面１３２及び内面１３３を含む。使用のために位置決め
されるときに、内面１３３は使用者の鼻及び顔面の隣接域に接触し、マスク本体１１０に
追加の支持と安定を提供してもよい。例示的な実施形態では、シール１２１が、使用者の
顔面上での十分なシールを提供し、内面１３３は使用者の鼻上での完全で一様な接触を提
供する必要がない。少なくとも１つの例示的な実施形態では、支持拡張部１３１は、実質
的な丸められた端部を含まない。
【００１７】
　いくつかの実施形態では、支持拡張部１３１は材料の単一層で形成されてもよい。材料
の単一層は、使用者が呼吸用保護具１００と組み合わせて装着を所望し得る眼鏡類又は他
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の個人用保護具との干渉を低減させる。代替えとして、支持拡張部１３１は、支持拡張部
１３１が眼鏡類との干渉が生じる過度の厚さにはならないように、例えば接着によって、
あるいは当技術分野で既知の適切な別の方法によって、共に接合された材料の１つ又は複
数の層で形成されてもよい。
【００１８】
　柔軟性顔面接触部材１１０ｂ及びシール１２１は、使用者の顔面に快適に位置決めでき
る任意の適切な柔軟材料で作られてもよい。種々の例示的な実施形態では、柔軟性顔面接
触部材１１０ｂは、シリコーン、ゴム、又は他の適切な材料から作られる。
【００１９】
　シール１２１及び支持拡張部１３１の厚さは、それぞれ適切なシールと支持を提供する
ように、一方ではマスク本体１１０の不要な容量を最小化するように構成されてもよい。
シール１２１が柔軟性顔面接触部分１１０ｂと一体の丸められた端部を備える例示的な実
施形態では、シール１２１の厚さが、実質的に一様であり、柔軟性顔面接触部分１１０ｂ
の残余部分の厚さに類似してもよい。別の例示的な実施形態では、シール１２１の丸めら
れた端部の厚さは、柔軟性顔面接触部分１１０ｂの厚さと異なってもよく、シール１２１
の異なる場所で変化してもよい。種々の例示的な実施形態では、シール１２１は、任意の
特定位置で約０．４ｍｍ～２．０ｍｍ、０．５５ｍｍ～１．２ｍｍ、又は約０．６５ｍｍ
の厚さを有する丸められた端部を含む。これらの厚さは、比較的軽量のマスク本体１１０
を提供する一方で、十分な耐久性を提供する。
【００２０】
　いくつかの例示的な実施形態では、鼻領域１３０でのシール１２１の厚さは、第１及び
第２頬領域１４０、１５０、及び／又は顎領域１６０での厚さより一般に小さい。鼻領域
１３０でのシール１２１と支持伸長部１３１の存在が、鼻領域でのシール１２１の厚さを
比較的より薄くすることを可能としていて、これはシール１２１がマスク本体１１０の主
要支持源でもあることの必要がないためである。支持拡張部１３１の存在は、シール１２
１が、鼻の先端のより下部かつより近位で使用者の鼻に接触することをも可能とする。鼻
の先端のより近位に位置決めされた薄いシールは、とりわけ長い使用時間の間には、使用
者により大きな快適性を提供することができる。
【００２１】
　したがって、鼻領域の総厚を減少させて、視界及び眼鏡類又は個人用保護具との適合性
を改善することができ、また、使用者の顔面上でのマスク本体１１０の適切な位置決めを
促進することができる。例えばシール１２１は、鼻領域１３０で約０．４ｍｍ～２．０ｍ
ｍ、又は０．５５ｍｍ～１．２ｍｍ、あるいは約０．６５ｍｍの厚さ（ａ）を有し、顎領
域で約０．８ｍｍ～３．０ｍｍ、又は１．０ｍｍ～２．０ｍｍ、あるいは約１．５ｍｍの
厚さ（ｂ）を有する。種々の例示的な実施形態では、鼻領域１３０でのシール１２１の厚
さ（ａ）は、顎領域１６０でのシール１２１の厚さ（ｂ）の約３０％～９０％、４５％～
７５％、又は約４５％である。例示的な実施形態では、このような厚さを有するシール１
２１は柔軟性であり、快適な適合を提供する。
【００２２】
　本開示に従った呼吸用保護具のいくつかの特徴が、マスク本体１１０に関して画定され
、図２に示される基準面を参照して更に理解され得る。使用のために位置決めされるとき
に垂直方向に位置決めされた呼吸用保護具では、中央矢状面１９０が呼吸用保護具１００
を仮想左と右半分に２分する。支持拡張部１３１は、中央矢状面１９０に沿ったシール１
２１と外周端１３５との間の長さ（ｌ）を有する。種々の例示的な実施形態では、約５ｍ
ｍ～３０ｍｍ、約９ｍｍ～２０ｍｍ、又は約１２ｍｍの長さｌが、安定性と支持を提供す
る支持拡張部をもたらすとともに、概して使用者の鼻上での快適な位置決めを提供する。
種々の例示的な実施形態では、長さ（ｌ）は、シール１２１の外端部と支持拡張部１３１
の交差部１９１と、鼻領域１３０の外周端１３５と、の間で計測されてもよい。
【００２３】
　例示的な実施形態では、支持拡張部１３１は、外面１３２と内面１３３との間の総厚（
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ｔ）を有し、それは長さ（ｌ）に沿った全点で実質的に一様であって、約０．７ｍｍ～３
ｍｍ、１ｍｍ～２ｍｍ、又は約１．３ｍｍである。このような厚さは、呼吸用保護具１０
０との組み合わせで装着され得る眼鏡類や個人用保護具との干渉を最小化する。別の例示
的な実施形態では、支持拡張部１３１の厚さ（ｔ）が長さ（ｌ）に沿って変化する。
【００２４】
　本明細書で説明されるように、マスク本体を有する呼吸用保護具はいくつかの利点を提
供する。従来の呼吸用保護具の弾性顔面マスクは保護眼鏡や度付き眼鏡などの眼鏡類との
干渉があり得るが、本開示は眼鏡類を伴う使用にいっそう適したマスクを提供する。シー
ルから離れた支持拡張部を含む鼻領域を有するマスク本体は、シールの厚さを比較的小さ
くすることを可能とし、また鼻領域のマスク本体の総厚を減少させることを可能とする。
多くの従来型デバイスでのように、鼻領域シールに主要なシーリングとマスク本体の支持
との提供を要求するよりもむしろ、支持拡張部は有効な支持を提供することができる。支
持拡張部の存在は、鼻領域のシールが、使用者の鼻の先端のより下部かつより近位に位置
決めされることをも可能とする。支持拡張部の存在によって、鼻領域の比較的より薄いシ
ールを伴うマスク本体に対しても十分な支持と安定が実現する。眼鏡類は、支持拡張部の
上の使用者の鼻上に支持された眼鏡類、及び／又はマスク本体の支持拡張部上に支持され
た眼鏡類を伴う、このようなマスク本体との組み合わせで装着されてもよい。
【００２５】
　種々の例示的な実施形態では、別のシール機構が、丸められた端部と組み合わせて、又
は丸められた端部に代えて提供されてもよい。図４は、シール４２１及び支持拡張部４３
１を含む例示的マスク本体４１０を示す。シール４２１は、マスク本体４１０が使用者の
顔面に位置決めされるときに、外側に向かって概してまっすぐ延在してもよく、及び／又
は外側に向かって多少丸くなってもよい。図５は、シール５２１及び支持拡張部５３１を
含む、もう１つの例示的マスク本体５１０を示す。シール５２１は、マスク本体５１０上
に位置決めされた発泡体、ゲル剤、又は他の適切な材料を含み、マスク本体５１０が使用
のために位置決めされるときに、使用者の顔面との接触シールを形成する。いくつかの例
示的な実施形態では、発泡体は比較的柔らかい柔軟性材料からなり、ポリプロピレン、ス
チレンーエチレンーブチレンースチレン、ポリウレタン、熱可塑性プラスチック、熱硬化
性プラスチック、ゴム、及び／又は他の適切な材料を含んでもよい。別の例示的な実施形
態では、ゲル剤又は他の適切な材料が封入され、使用者の顔面に接触して適切なシールを
提供し得る比較的柔らかい柔軟性材料を提供してもよい。
【００２６】
　上記の詳細な説明及び実施例は、あくまで理解を助けるために示したものに過ぎない。
詳細な説明及び実施形態から無用の限定はないと理解すべきである。本開示の範囲から逸
脱することなく、記載された実施形態において多くの変更を行うことができることが、当
業者には明白であろう。上記の実施形態のいずれかに関して記載されたいずれかの特徴又
は特性が、個別に、又は他のいずれかの特徴又は特性と組み合わせて組み込むことができ
、単に明確性のために上記の順番及び組み合わせで提示される。したがって本開示の範囲
は、本明細書に記載された正確な詳細及び構造に限定されるべきではなく、特許請求の範
囲の文言による記載された構造、及びそれらの構造と等価な物によって限定される。
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